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アール・ディエンジニアリング最終処分場における

廃棄物の埋立状況等確認調査結果について

栗東市小野の㈱アール・ディエンジニアリング最終処分場における廃棄物の埋立状況等を確

認するため、平成18年３月に実施しました当該処分場内におけるボーリング調査、および採取し

たコアサンプル（廃棄物と土が混合した物）と浸出水の分析調査の結果は、以下のとおりでした

のでお知らせします。

なお、今回の調査データとこれまでの地下水等のデータを検討し、課題の整理や対応策の検

討に生かしていきます。

記

平成18年３月２日から３月24日１．調査日

滋賀県 琵琶湖環境部 資源循環推進課２．調査実施者

（別添位置図参照）３．調査地点

４地点

・地点①：処分場中央部西側地点

・地点②：処分場中央部東側地点

・地点⑤：処分場西市道側法面上部地点

・地点⑥：処分場西市道側法面下部北側地点

４．調査内容

（１）ボーリング調査（地点①、地点②、地点⑤）

各地点において、地山と思われる表面からさらに約１ｍ掘進し、地山であることを確認し

た上で、そこまでのコアサンプルを採取し、次の調査を実施した。

・地山および浸出水までの深度測定

・深度別孔内ｶﾞｽ等調査

深度３ｍ毎に孔内温度と孔内のﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝおよびﾍﾞﾝｾﾞﾝのｶﾞｽ濃

度を検知管で測定した。

・コアサンプルの性状確認調査



（２）コアサンプルの分析（地点①、地点②、地点⑤）

全層混合試料と深度別孔内ｶﾞｽ調査で揮発性有機化合物が比較的高濃度で検出さ

れた深度（検出されなかった場合は最下層深度）の２ｍ分の混合試料について、下記の

溶出試験・含有試験を実施した。

・溶出試験 総水銀、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ等有害物質１６項目

・含有試験 総水銀、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等有害物質８項目

（３）浸出水分析（地点①、地点②、地点⑤、地点⑥）

・分析項目 等一般項目の他、有害物質９項目COD

５．調査結果

（１）ボーリング調査

【地山および浸出水までの深度】

地点① 地山深さ 23.20ｍ（ 126.55ｍ） 浸出水深さ 19.20ｍ（ 130.55ｍ）KBM KBM
地点② 地山深さ 20.95ｍ（ 129.33ｍ） 浸出水深さ 21.36ｍ（ 128.92ｍ）KBM KBM※1

（この浸出水の深さ は、地山に穿った穴に溜まった水位。常時浸透水がある※1

という状態ではなかった。）

地点⑤ 地山深さ 22.60ｍ（ 127.58ｍ） 浸出水深さ 19.45ｍ（ 130.73ｍ）KBM KBM
（ ： 仮ベンチマークのこと。処分場の ある地点の標高を 151.06ｍとした時のKBM

相対的な標高のこと。)

【深度別孔内ｶﾞｽ等調査】

地点① の6.0～6.5ｍおよび9.0～9.5ｍで揮発性有機化合物（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁ

ﾚﾝ、）が検出された。孔内温度は表層部が比較的低く、全層で23.8～46.5℃の範囲であ

った。

地点② では揮発性有機化合物は検出されなかった。孔内温度は地点①と同様に表

層部が比較的低く、全層で23.1～34.6℃であった。なお、12.0～12.5ｍの19.4℃は異常値

と思われるが原因は不明である。

地点⑤ では9.0～9.5ｍおよび18.0～19.45ｍで揮発性有機化合物（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗ

ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、）が検出された。孔内温度は同様の傾向であり、全層では28.9～44.5℃であ

った。

【コアサンプルの性状確認調査】

地点① ： 全層（深度 0～23ｍ ）を通じて、礫、砂、シルト、粘土、レンガ、コンクリー

ト、ビニール、フィルム、塩化ビニール、タイヤ片、ガラス、プラスチック、金

属片、木くず等が確認されている。深度5～8ｍ付近で異臭が確認されてい

る。

地点② ： 全層（深度 0～21ｍ ）を通じて、廃棄物等の性状は地点①と同様であっ

た。深度1～14ｍｍ付近の全層で異臭が確認された。

地点⑤ ： 全層（深度 0～23ｍ ）を通じて、廃棄物等の性状は地点①と同様であっ

た。深度8～19ｍ付近で異臭が確認された。

目視による性状確認では、３地点とも特に異常な物は確認できなかった。



（２）コアサンプルの分析

全層混合試料および別途決定した２ｍ分の混合試料について溶出試験・含有試験を

実施した。

なお、２ｍ分の混合試料の採取深度は、深度別孔内ｶﾞｽ調査結果に基づき、地点①

で5～7ｍ、地点②で18～20ｍ、地点⑤で18～20ｍとした。

【溶出試験】

ふっ素が土壌汚染対策法に定める土壌溶出量基準（ 0.8mg/l ）を超えて、地点①の

全層（ 0～23ｍ ）混合試料で1.6mg/l、地点⑤の全層（ 0～23ｍ ）混合試料で1.1mg/l

が検出された｡

ほう素が同法土壌溶出量基準（ 1mg/l ）を超えて、地点①の全層（ 0～23ｍ ）混合

試料で 1.2mg/l、同地点 5～7ｍ 混合試料で 1.9mg/l 検出された。

これらの項目以外はいずれの混合試料でも基準値以下あるいは不検出であった。

【含有試験】

鉛が地点①の 5～7ｍ混合試料で 180mg/kg と土壌汚染対策法に定める土壌含有

量基準（ 150mg/kg ）を超えて検出された。その他の項目については、同基準を下回っ

ていた。

（３）浸出水分析

ＣＯＤが地点①、地点②、地点⑤の浸出水で安定型最終処分場の浸透水の基準（

40mg/l ）を超えて、それぞれ 86、52、89mg/l 検出された。

ﾍﾞﾝｾﾞﾝが地点②で同基準（ 0.01mg/l ）を超えて 0.013mg/l 検出された。

ひ素が地点②のろ過前で同基準（ 0.01mg/l ）を超えて 0.014mg/l 検出された。

ふっ素は、安定型最終処分場の浸透水の基準は定められていないが、参考のため、

地下水の環境基準（ 0.8mg/l ）と比べると地点①、地点②および地点⑤のろ過前後

で基準を超えて検出された。

ほう素も、同理由により地下水の環境基準（ 1mg/l ）と比べると４地点ともに基準値

を超えて検出された。

６．その他

今回の調査地点⑤および地点⑥の２カ所を浸出水を採取する井戸とした。



地山深度・浸出水位深度・深度別孔内ガス調査結果
※1 ※1

測定深度 孔内温度 トリクロロエチレン 　テトラクロロエチレン ベンゼン

（GL-ｍ） （℃） （ｐｐｍ） （ｐｐｍ） （ｐｐｍ）

３．０～３．５ 23.8 0 0 0
６．０～６．５ 36.8 0.3 0.25 0
９．０～９．５ 46.5 0.2 0.15 0

１２．０～１２．５ 44.3 0 0 0
１５．０～１５．５ 45.0 0 0 0
１８．０～１８．５ 41.8 0 0.05 0
１８．７～１９．２ 40.5 0 0 0
浸出水水位 19.20m（KBM 130.55m）

地山までの深さ23.20m（KBM 126.55m）

３．０～３．５ 23.1 0 0 0
６．０～６．５ 27.3 0 0 0
９．０～９．５ 30.6 0 0 0

１２．０～１２．５ (19.4) 0 0 0
１５．０～１５．５ 34.6 0 0 0
１６．９～１７．５ 31.8 0 0 0
２１．０～２１．５ 31.6 0 0 0
浸出水水位※2 21.36m（KBM 128.92m）（途中の6.8mおよび17.45mで宙水あり）
地山までの深さ20.95m（KBM 129.33m)

３．０～３．５ 28.9 0 0 0
６．０～６．５ 39.0 0 0 0
９．０～９．５ 42.8 0.2 0.1 0

１２．０～１２．５ 44.5 0 0 0
１５．０～１５．５ 44.0 0 0 0
１８．０～１８．５ 44.3 0.25 0.25 0

１９．０～１９．４５ 44.0 0.5 0.3 0
浸出水水位 19.45m（KBM 130.73m)（途中の6.94mで宙水あり）

地山までの深さ22.60m（KBM 127.58m)
※1：検知管測定のため、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝがあれば含んで検出される。
※2：この浸出水水位は、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ掘削後に地山に掘られた穴に溜まった水の水位であり、常時浸出水が
　　溜まっている状態ではなかった。

ボーリ
ング位置

地点①
孔口標高＝
KBM

149.75m

地点②
孔口標高＝
KBM

150.28m

地点⑤
孔口標高＝
KBM

150.18m



ボーリングコア溶出試験結果

ＧＬ-０～２３ｍ ＧＬ-５～７ｍ ＧＬ-０～２０ｍ ＧＬ-１８～２０ｍ ＧＬ-０～２３ｍ ＧＬ-１８～２０ｍ

１，２－ジクロロエタン 　＜０．０００４ 　＜０．０００４ 　＜０．０００４ 　＜０．０００４ 　＜０．０００４ 　＜０．０００４ 　　０．００４
１，１－ジクロロエチレン 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　　０．０２
シスー１，２－ジクロロエチレン 　＜０．００４ 　＜０．００４ 　＜０．００４ 　＜０．００４ 　＜０．００４ 　＜０．００４ 　　０．０４
ジクロロメタン 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　＜０．００２ 　　０．０２
テトラクロロエチレン 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　　０．０１
１，１，１－トリクロロエタン 　＜０．１ 　＜０．１ 　＜０．１ 　＜０．１ 　＜０．１ 　＜０．１ 　　１
１，１，２－トリクロロエタン 　＜０．０００６ 　＜０．０００６ 　＜０．０００６ 　＜０．０００６ 　＜０．０００６ 　＜０．０００６ 　　０．００６
トリクロロエチレン 　＜０．００３ 　＜０．００３ 　＜０．００３ 　＜０．００３ 　＜０．００３ 　＜０．００３ 　　０．０３
ベンゼン 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　　０．０１
カドミウム 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１　 　＜０．００１ 　＜０．００１　 　＜０．００１ 　　０．０１
総水銀 　＜０．０００５ 　＜０．０００５ 　＜０．０００５ 　＜０．０００５ 　＜０．０００５ 　＜０．０００５ 　　０．０００５
鉛 　＜０．００５ 　＜０．００５ 　＜０．００５ 　＜０．００５ 　＜０．００５ 　＜０．００５ 　　０．０１
ひ素 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　＜０．００１ 　　０．００４ 　　０．００１ 　　０．００６ 　　０．０１
ふっ素 　　１．６ 　　０．３３ 　　０．３６ 　　０．４６ 　　１．１ 　　０．５１ 　　０．８
ほう素 　　１．２ 　　１．９ 　　０．３ 　　０．２ 　　０．３ 　　０．４ 　　１
ＰＣＢ 　　　ＮＤ 　　　ＮＤ 　　　ＮＤ 　　　ＮＤ 　　　ＮＤ 　　　ＮＤ 　検出されないこと

ボーリングコア含有試験結果

ＧＬ-０～２３ｍ ＧＬ-５～７ｍ ＧＬ-０～２０ｍ ＧＬ-１８～２０ｍ ＧＬ-０～２３ｍ ＧＬ-１８～２０ｍ

カドミウム　　　　　　(mg/kg) ＜１５ ＜１５ ＜１５ ＜１５ ＜１５ ＜１５ 　　　　１５０
総水銀　　　　　　　　(mg/kg) ＜１．５ ＜１．５ ＜１．５ ＜１．５ ＜１．５ ＜１．５ 　　　　　１５
鉛　　　　　　　　　　(mg/kg) 　　１１０ 　　１８０ 　　１２０ 　　　６３ 　　　９６ 　　　７２ 　　　　１５０
ひ素　　　　　　　　　(mg/kg) 　　　　３ 　　　　３ 　　　　４ 　　　　３ 　　　　２ 　　　　５ 　　　　１５０
ふっ素　　　　　　　　(mg/kg) ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ 　　　４０００
ほう素　　　　　　　　(mg/kg) ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ ＜４００ 　　　４０００
ＰＣＢ　　　　　　　　(mg/kg) 　　　　０．４６ 　　　　０．２２ 　　　　０．５７ 　　　　０．４２ 　　　　０．２６ 　　　　０．４０ 　　　　ー
ダイオキシン類     (pg-TEQ/g） 　　　９５ 　　　３１ 　　　５１ 　　　１５ 　　　３７ 　　　２８ 　　　１０００

土壌汚染対策法に定
める土壌溶出量基準
( /l)

地点① 地点② 地点⑤ 土壌汚染対策法に定
める土壌含有量基準
( /k )

地点① 地点② 地点⑤



浸出水の水質分析結果

ろ過前 ろ過後 ろ過前 ろ過後 ろ過前 ろ過後 ろ過前 ろ過後

ｐH ー 　　　８．４ ー 　　　７．４ ー 　　　８．０ ー 　　　７．７ ー ー
BOD mg/l 　　１１ ー 　　　２．５ ー 　　　８．８ ー 　　　９．７ ー ２０
COD mg/l 　　８６ ー 　　５２ ー 　　８９ ー 　　２２ ー ４０
SS mg/l 　　７１ ー 　　７２ ー 　　５３ ー 　　３２ ー ー
電気伝導度 mS/m 　２００ ー 　１４７ ー 　２１３ ー 　２２７ ー ー
トリクロロエチレン mg/l ＜０．００３ ー ＜０．００３ ー ＜０．００３ ー ＜０．００３ ー 　０．０３
テトラクロロエチレン mg/l ＜０．００１ ー ＜０．００１ ー ＜０．００１ ー ＜０．００１ ー 　０．０１
シスー１，２－ジクロロエチレン mg/l ＜０．００４ ー ＜０．００４ ー 　０．００６ ー ＜０．００４ ー 　０．０４
ベンゼン mg/l 　０．００２ ー ０．０１３ ー 　０．００２ ー ＜０．００１ ー 　０．０１
総水銀 mg/l ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ ＜０．０００５ 　０．０００５

鉛 mg/l ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５ ０．００８ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５ 　０．０１
ひ素 mg/l ＜０．００１ ＜０．００１ 　０．０１４ 　０．００５ 　０．００１ ＜０．００１ 　０．００３ ＜０．００１ 　０．０１
ふっ素 mg/l 　１．４ 　１．４ 　０．８５ 　０．８５ 　１．３ １．２ 　０．５６ 　０．４５ 　（０．８）
ほう素 mg/l 　４．９ 　４．８ 　２．１ 　２．１ 　５．５ ５．２ 　２．２ 　２．２ 　（１）

注：安定型最終処分場の浸透水の基準欄でふっ素、ほう素については地下水の環境基準値を記載した。

地点⑤ 地点⑥ 安定型最終処分場の
浸透水の基準(mg/l)単位

地点① 地点②












